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平成21年
2月
No.105

北海道森林管理局北海道森林管理局

宝物に向かってよーいドン！国設阿寒湖畔スキー場
（阿寒国有林・レクリエーションの森）

　　　



　

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

森
林
・
林
業
に
係
る
技
術
情
報

等
の
交
換
を
図
る
た
め
、
一
月

二
十
九
日
（
木
）
か
ら
三
十
日

（
金
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

同
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
北

の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交
流

発
表
会
」
を
開
催
し
、
約
二
百

人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
森
林
管
理
署
等

を
は
じ
め
、
自
治
体
、
高
校
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
森
林
技
術
部
門

九
課
題
、
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

九
課
題
、
高
校
部
門
三
課
題
の

計
二
十
一
課
題
の
一
般
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
森
林
管
理
署
か

ら
林
道
研
究
発
表
会
奨
励
賞
受

賞
発
表
一
課
題
、
試
験
研
究
機

関
か
ら
三
課
題
の
特
別
発
表
と

株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
（
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の

大
友
取
締
役
セ
ン
タ
ー
長
に
よ

る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

特
別
講
演
で
は
「
森
林
資
源

の
現
状
と
今
後
の
展
望
」
と
題

し
て
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

研究成果を 一 堂 に研究成果を一堂に研究成果を一堂に
平成20年度　北の国・森林づくり技術交流発表会

●
北
海
道
森
林
管
理
局
長
賞
（
森
林
技
術
部
門
）

　
「
天
然
下
種
更
新
に
よ
る
カ
ラ
マ
ツ
複
層
林
の

造
成
に
つ
い
て
」

十
勝
東
部
森
林
管
理
署　

川
越
さ
ん
・
佐
久
間
さ
ん

　

北
海
道
の
カ
ラ
マ
ツ
は
、
齢
級
配
置
が
高
齢
級
に
偏
り
、
一
過

性
資
源
に
終
わ
る
と
の
懸
念
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
の
資
源
保
続
を
図
る
た
め
省
力

化
と
経
費
を
抑
え
た
「
天
然
更
新
」
に
よ
る
複
層
林
造
成
の
可
能

性
を
報
告
し
ま
し
た
。

●北海道森林管理局長賞（高校部門）

　「チョウの来る庭ビオトープ」の昆虫相と種間関係
札幌藻岩高校フィールドサイエンス部　古屋敷さん・齋藤さん

　昨年、規模を拡大した同校のビオトープは、植物も多く見られる
ようになりました。
　そこに棲む全ての昆虫とクモを記録し、「食う、食われる」の関
係に注目し、食物網をまとめ報告しました。

●日本森林林業
振興会会長賞

「�野幌国有林における外来
種駆除の取組について」
石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター

山本さん

●日本森林技術協会
理事長賞

「治山施設の落差解消に
よる魚類の遡上調査」
上川北部森林管理署
浅野さん・吉川さん

「月形スギ保護林の
保護対策について」
空知森林管理署

玉舘さん・菊地さん

「�緑の回廊整備特別対策事
業に伴う地表処理後の稚
樹の発生について」

東大雪支署
赤坂さん・西山さん

●森林管理局特別賞

�



ル
ギ
ー
」（
伐
採
後
に
残
さ
れ

る
枝
や
梢
こ
ず
え
、
製
材
工
場
な
ど
か

ら
発
生
す
る
樹
皮
や
の
こ
屑
な

ど
を
燃
料
と
し
た
も
の
）
を
利

用
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
な
ど
の

問
題
点
や
利
用
環
境
の
整
備
の

必
要
性
、
ま
た
利
活
用
に
よ
り

雇
用
創
出
を
も
た
ら
す
産
業
の

可
能
性
等
に
つ
い
て
の
話
題
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
日
、
一
階
ウ
ッ
デ

ィ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
北
海
道
山

岳
ガ
イ
ド
協
会
、
北
海
道
札
幌

藻
岩
高
等
学
校
、
石
狩
地
域
森

林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
、
知
床
森
林
セ
ン
タ
ー
、
空

知
森
林
管
理
署
の
五
団
体
に
よ

る
取
組
紹
介
の
ポ
ス
タ
ー
展
示

や
本
局
の
保
全
調
整
課
に
よ
る

広
報
紙
「
北
の
森
林
国
有
林
」

表
紙
写
真
展
、
根
釧
西
部
森
林

管
理
署
に
よ
る
「
我
が
署
の
四

季
い
ろ
い
ろ
」
カ
レ
ン
ダ
ー
写

真
展
が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
に
も

多
く
の
み
な
さ
ん
が
興
味
深
く

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

（
指
導
普
及
課
）

●奨励賞受賞者のみなさん

扌
北
海
道
山
岳
ガ
イ
ド
協
会

伊
藤
さ
ん

扌
根
釧
西
部
森
林
管
理
署

「
我
が
署
の
四
季

い
ろ
い
ろ
」

カ
レ
ン
ダ
ー
展

➡
各
団
体
の
取
り
組
み

が
ポ
ス
タ
ー
で
展
示
さ

れ
ま
し
た

ウッディーホールで行われた
パネル展＆写真展

●北海道森林管理局長賞（森林ふれあい部門）

　「知床における環境教育の推進について」
知床森林センター　久田さん・岩本さん

　森林に対する国民の期待や要請が多様化する中、世界自然遺産を背景
とした知床での過去十年の環境教育活動の実施とアンケートの結果か
ら、今後の課題や目標を明確にし、現在求められている環境教育プログ
ラムを検討し報告しました。

■特別講演

森林資源の現状と今後の展望
㈱ＮＥＲＣ　取締役センター長

大友　詔雄　氏

　自然エネルギーの総合コンサルタント、北海
道大学発のベンチャー企業でもある同社は、木
質繊維断熱材、木質ペレット生産、林地残材活
用などの事業を展開しています。林地残材は、
その８割以上が未利用であり、これらを断熱材
や燃料として使うことは、高付加価値化にもつ
ながり、地域循環、地産地消にも貢献できると
力説されました。

➡
保
全
調
整
課

広
報
紙

「
北
の
森
林
国
有
林
」

表
紙
写
真
展

扌
帯
広
農
業
高
等
学
校

倉
部
さ
ん
、加
藤
さ
ん
、

佐
藤
さ
ん

扌
胆
振
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

佐
々
木
さ
ん

➡
岩
見
沢
農
業
高
等
学
校

笹
森
さ
ん
、
前
田
さ
ん

➡
寿
都
町

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
風
の
学
校

蛯
沢
さ
ん
・
土
開
さ
ん
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一
月
十
五
日
（
木
）
に
民
有

林
・
国
有
林
の
林
業
関
係
者
を

対
象
と
し
た
「
高
性
能
林
業
機

械
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
普

及
」
の
た
め
の
現
地
検
討
会
を

北
広
島
国
有
林
に
お
い
て
北
海

道
石
狩
支
庁
と
石
狩
森
林
管
理

署
と
の
共
催
で
開
催
し
、
管
内

の
林
業
事
業
体
、
石
狩
空
知
流

域
の
森
林
行
政
機
関
か
ら
約

六
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
間
伐
等
の
森
林
整
備

を
推
進
し
て
い
く
上
で
コ
ス
ト

の
縮
減
が
重
要
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
高
性
能
林
業
機
械
に

よ
る
生
産
性
向
上
を
実
際
の
事

業
に
携
わ
る
林
業
事
業
体
等
へ

普
及
・
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
時
折
晴
れ
間
も
見

え
る
中
、
午
前
中
は
、（
独
）

森
林
総
合
研
究
所
北
海
道
支
所

の
佐
々
木
尚
三
主
任
研
究
員
を

講
師
と
し
て
、
現
地
実
演
を
中

心
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
作
業
、
土
そ

り
に
よ
る
集
材
作
業
、
ハ
ー
ベ

ス
タ
と
土
そ
り
を
組
合
せ
た
作

業
シ
ス
テ
ム
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

伐
倒
、
作
業
上
の
工
夫
、
残
存

木
へ
の
被
害
状
況
、林
地
保
全
、

シ
ス
テ
ム
生
産
性
等
の
解
説
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
林
業
事
業
体
か
ら

は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
と
土
そ
り
を

組
合
せ
た
作
業
シ
ス
テ
ム
に
質

問
と
興
味
が
集
中
し
、
検
討
会

個
所
で
実
際
に
作
業
を
実
施
し

て
い
る
（
株
）
王
木
林
材
の
小

林
氏
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
立

場
か
ら
の
解
説
等
も
あ
り
、
実

の
あ
る
有
意
義
な
現
地
検
討
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
会
場
を
移
し
て

質
疑
・
情
報
交
換
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

後
日
、
参
加
者
し
た
林
業
事

業
体
か
ら
は
「
土
そ
り
に
よ
っ

て
集
材
す
る
作
業
は
、
効
率
的

で
コ
ス
ト
の
低
減
と
い
う
観
点

か
ら
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」、

「
い
い
勉
強
に
な
っ
た
の
で
今

後
も
企
画
し
て
ほ
し
い
」
等
の

感
想
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
北
海
道
石
狩
支
庁

と
共
催
で
現
地
検
討
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
取
組

み
を
機
に
更
に
情
報
の
交
換
・

共
有
化
を
図
り
、
低
コ
ス
ト
・

高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普

及
、
森
林
整
備
協
定
等
の
推
進

に
つ
い
て
連
携
を
深
め
て
い
く

考
え
で
す
。

（
杉
村　

流
域
管
理
調
整
官
）

　石狩空知流域の
森林管理署及び支
署合同で、石狩空
知流域森林・林業
活性化協議会とも
連携し、「ペレッ
ト使って地球を守
ろう！」のリーフ
レットを作成しま
した。
　これは平成20
年度の流域管理推
進アクションプロ
グラム実施メニュ
ーの取り組みの一
環として、石狩支
庁管内、空知支庁管内、後志支庁管内（一部）の林
業関係者、関係団体及び農業関係者に配布する予定
で３万部を印刷しました。
　内容は、ペレットと森林とのかかわり、ペレット
ストーブ・ボイラーの紹介、北海道ペレット生産マ
ップ、同活性化協議会の説明や同流域の国有林にお
ける取り組みなどを掲載しています。
　木質バイオマスエネルギーの利用・普及は、森林
整備への貢献や低炭素社会の構築に役立つことか
ら、このリーフレットを活用し、積極的なPRに努
めていきたいと考えています。

石狩空知流域森林・林業活性化協議会

扌
ハ
ー
ベ
ス
タ
で
伐
採
、
集
材
し
、
土
そ
り
に
積

み
込
ん
で
作
業
効
率
を
ア
ッ
プ
！

扌大勢の林業関係者が注目する中、
デモンストレーションが行われまし
た。

低コスト・高効率作業システムを普及低コスト・高効率作業システムを普及低コスト・高効率作業システムを普及低コスト・高効率作業システムを普及
高性能林業機械・ハーベスタと土そりによる
作業システム現地検討会 石狩森林管理署
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十
勝
西
部
森

林
管
理
署
東
大

雪
支
署
は
、
十

勝
平
野
の
北
部

四
町（
上
士
幌
、

士
幌
、
鹿
追
、

新
得
）
に
ま
た

が
る
約
十
五
万

㌶
の
国
有
林
野

を
守
り
育
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
北

海
道
の
屋
根
・

大
雪
山
国
立
公

園
の
う
ち
三
国

峠
か
ら
十
勝
岳

に
至
る
稜
線
を

北
辺
と
し
た
南

側
に
位
置
し
、

面
積
的
に
は
同

公
園
の
半
分
以

上
を
占
め
、
ま

た
、
太
平
洋
側

に
開
け
た
地
域
で
も
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
か
昔
か
ら
旭

岳
や
層
雲
峡
を
中
心
と
し
た
区

域
が「
表
大
雪
」、十
勝
側
は「
裏

大
雪
」
と
呼
ば
れ
、
地
元
民
と

し
て
は「
裏
」と
い
う
言
葉
の
イ

メ
ー
ジ
に
少
し
屈
折
し
た

思
い
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
は
そ
ん
な

裏
大
雪
に
人
知
れ
ず
存
在

す
る
秘
境
の
一
つ
「
丸
山

石
灰
華
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

石
灰
華
は
登
山
客
に
人

気
の
ニ
ペ
ソ
ツ
山
に
ほ
ど

近
い
丸
山
の
近
く
、
作
業

道
終
点
か
ら
三
㌔
ほ
ど
沢

を
辿
っ
た
場
所
に
存
在

し
、
見
事
な
苔
に
覆
わ
れ

た
沢
を
登
り
、
獣
道
を
進

ん
で
樹
林
帯
か
ら
開
け
た

場
所
に
出
た
と
た
ん
、
一
面
の

雪
景
色
と
も
見
ま
が
う
異
様
な

景
色
が
広
が
り
ま
す
。

　

遠
目
に
は
石
灰
質
の
白
が
目

立
ち
ま
す
が
、
よ
く
見
て
み
る

と
、
部
分
的
に
黄
褐
色
、
赤
褐

色
、
黒
灰
色
等
、
噴
出
物
の
成

分
に
よ
っ
て
ま
だ
ら
模
様
に
塗

り
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
実
施
さ
れ
た
学
術
調
査

に
よ
る
と
、
石
灰
華
と
し
て
は

日
本
最
大
規
模
、
火
山
性
噴
出

物
が
長
年
（
少
な
く
と
も

六
〇
〇
年
以
上
）
堆
積
し
て
現

在
の
状
況
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

こ
れ
だ
け
の
壮
観
、
宣
伝
す

れ
ば
さ
ぞ
か
し
観
光
客
を
呼
び

込
め
る
だ
ろ
う
と
、
俗
な
妄
想

を
働
か
せ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

だ
れ
に
も
踏
み
荒
ら
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
こ
そ
、
こ
の
景
色
が

あ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

　

国
立
公
園
特
別
地
域
で
も
あ

り
、
一
般
に
開
放
す
る
に
は
相

当
な
検
討
・
準
備
が
必
要
で
し

ょ
う
。

　

こ
の
地
域
を
訪
れ
る
人
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
静
か
に
守
ら
れ

て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
感
動

が
あ
る
の
か
と
思
う
と
、「
裏
」

も
悪
く
な
い
か
と
思
っ
た
次
第

で
す
。

扌日本最大規模の石灰華「丸
山石灰華」と番人？のシカの
親子

扌みごとに苔むした滝の真上に「丸山石灰華」はあります。

署署署署 長長長長 雑雑雑雑 感感感感

十勝西部森林管理署
東大雪支署

裏だからこそ守られた奇観
東大雪支署管内の秘境紹介

支署長　勝占　保
か　つ　ら
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北
海
道
東
部
に
位
置
す
る

弟て
し
か
が

子
屈
町
は
、
日
本
最
大
規
模

の
屈く
っ
し
ゃ
ろ

斜
路
カ
ル
デ
ラ
と
屈
斜
路

湖
・
摩ま
し
ゅ
う周
湖
、
そ
し
て
湖
畔
に

広
が
る
原
生
の
森
が
あ
り
、「
火

山
」「
湖
」「
森
」
に
特
徴
付
け

ら
れ
ま
す
。

　

自
然
と
人
と
の
距
離
が
近
く

“
が
ん
ば
ら
な
く
て
も
質
の
高

い
自
然
を
楽
し
め
る
”
の
が
大

き
な
魅
力
で
、
町
を
あ
げ
て
観

光
を
軸
と
し
た
地
域
づ
く
り
で

あ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
持
続
可

能
で
あ
る
た
め
に
は
、
環
境
を

保
全
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と
、

そ
れ
ら
を
担
う
人
材
育
成
は
大

変
重
要
な
課
題
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
の
人
に

と
っ
て
、
こ
の
素
晴
し
い
自
然

が
、
必
ず
し
も
「
素
晴
し
い
」

と
認
識
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
ま

ず
は
“
ふ
る
さ
と
自
慢
が
で
き

る
人
”
を
増
や
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
環

境
教
育
は
大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
川
湯
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
る

さ
と
自
慢
が
で
き
る
子
ど
も
の

育
成
を
目
指
し
、
町
内
の
学
校

向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、

主
催
の
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
も
り
の
パ
レ
ッ
ト
探
検
隊
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
り
の
パ
レ
ッ
ト
と
は
当
セ

ン
タ
ー
の
愛
称
で
、
弟
子
屈
町

の
四
季
折
々
の
自
然
の
色
を
混

ぜ
合
わ
せ
た
パ
レ
ッ
ト
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

パ
レ
ッ
ト
の
上
の
そ
れ
ぞ
れ

の
色
を
効
果
的
に
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
べ
く
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
意
識
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

り
あ
げ
、
思
い
入
れ
た
っ
ぷ
り

の
仕
掛
け
で
演
出
す
る
の
で
す
。

　

細
や
か
に
作
り
上
げ
ら
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
あ
り
ま
す

が
、
森
に
入
っ
た
時
は
特
に
演

出
を
考
え
ず
に
自
由
な
散
策
を

心
が
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

少
し
の
気
づ
き
の
促
し
と
適
度

な
安
全
管
理
さ
え
あ
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
は
実
に
自
由
に
遊
び

ま
す
。

　

拾
っ
た
枯
れ
枝
で
チ
ャ
ン
バ

ラ
ご
っ
こ
を
す
る
男
の
子
、
草

花
を
愛
で
る
女
の
子
、
ひ
た
す

ら
穴
ぼ
こ
を
探
す
小
学
一
年
生

･･･

。
こ
れ
ぞ
多
様
な
刺
激
に

あ
ふ
れ
る
「
森
の
チ
カ
ラ
」
な

の
で
し
ょ
う
。

　

地
域
を
担
う
次
世
代
で
あ
る

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
地
球
規

模
の
環
境
問
題
に
も
取
り
組
む

べ
き
世
代
で
も
あ
り
、
そ
の
た

め
に
も
こ
う
し
た
体
験
活
動
を

通
し
て
、
ま
ず
足
元
の
環
境
を

知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

地
道
な
種
ま
き
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
と
森
に
出
か
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

toto

第 話4

自然の中で楽しく遊び、
　その大切さ、すばらしさ体感！
道内各地で活躍中の“隊長さん”からの

メッセージを紹介します

目指せ！てしかがマスター！
～ふるさと自慢をできる子どもの育成～

川湯エコミュージアムセンター

もりのパレット探検隊

今月の隊長さん

川湯エコミュージアムセンター

指導員　萩
はぎわら

原 寛
ひろのぶ

暢さん

　旭川市生まれ。阿寒国立
公園の来訪者へのインフォ

メーション業務のほか、地元の学校における地域学習の
支援や子ども向け環境教育プログラムに取り組む。

URL：http://www6.marimo.or.jp/k_emc/



釧路市国設阿寒湖畔スキー場
根釧西部森林管理署

レ ク 森 紹 介

スキー
へ

行こう
！スキー

へ

行こう
！

　国有林には、その自然環境を活かした、
すばらしいスキー場が広がっています。
　このコーナーではその魅力の数々を紹
介していきます。

レ ク 森 紹 介

❶阿寒の森の中へスキーでGO！
❷スノーボード専用コースで弾けるボーダー
❸キッズパークは子どもたちの歓声でいっぱい
❹山頂の展望台からは阿寒湖と雄阿寒岳の大パノラマが
楽しめます

�

み
ん
な
お
い
で
よ
！

　
　
　
　
　

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
！

　

釧
路
市
国
設
阿
寒
湖
畔
ス
キ

ー
場
は
同
市
中
心
部
か
ら
国
道

二
四
一
号
を
北
へ
約
八
〇
㌔
、

阿
寒
湖
温
泉
街
か
ら
車
で
五
分

の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
中
の
利
用
者
は
約

三
万
九
千
人
、
昨
年
か
ら
場
内

に
開
設
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
が

雪
遊
び
を
楽
し
め
る
「
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
」が
人
気
で
、週
末
は
家

族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

海
外
の
み
な
さ
ん
も
ス
キ
ー

　

近
年
阿
寒
湖
温
泉
に
は
多
く

の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
て
お

り
、ツ
ア
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
に「
ス

キ
ー
場
で
遊
ぶ
」
企
画
が
用
意

さ
れ
て
お
り
、
ゲ
レ
ン
デ
に
は

東
南
ア
ジ
ア
系
の
言
語
が
飛
び

交
い
、
賑
わ
い
を
一
層
の
も
の

に
し
て
い
ま
す
。

絶
景
！
阿
寒
湖
と
雄
阿
寒
岳

　

一
帯
は
野
外
ス
ポ
ー
ツ
林
に

指
定
さ
れ
、ス
キ
ー
場
は
白は
く
と
う
さ
ん

湯
山

の
北
斜
面
に
位
置
し
ま
す
。
夏

場
は
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
客
で
も

賑
わ
い
、
山
頂
に
は
阿
寒
湖
と

雄
阿
寒
岳
を
一
望
で
き
る
展
望

台
が
あ
り
、六
月
頃
か
ら
紅
葉
が

終
わ
る
十
一
月
上
旬
ま
で
国
内

外
か
ら
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ

て
絶
景
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
！
阿
寒
湖
畔
へ
！

　

特
別
天
然
記
念
物
の
マ
リ
モ

と
多
く
の
鳥
や
魚
た
ち
が
安
心

し
て
住
む
阿
寒
湖
。
こ
の
湖
に

豊
か
な
水
と
恵
み
を
与
え
て
い

る
ス
キ
ー
場
を
含
む
当
地
の
野

外
ス
ポ
ー
ツ
林
に
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
！

❷ ❸

❹

❶

阿寒湖畔
スキー場 釧路市

阿寒町

至帯広

至根室

至足寄

至
弟子屈

至北見・
　網走

▲
雌阿寒岳

雄阿寒岳
▲

●タンチョウ
　の里

阿寒湖 241

241

241

240

240

240

41

38

ＤＡＴＡ
○所　在　地　釧路市阿寒町阿寒湖温泉
○開設期間　平成21年３月末まで
○施　　設　ロッジ・リフト・スノー

ボード、そりコース他
○問い合わせ　釧路市阿寒町観光振興
　　　　　　　公社 0154−66−2936
○アクセス　釧路駅から
　　　　　　　車…約１時間30分
　　　　　　　バス…約２時間
　　　　　　阿寒町から車で約45分
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エ
コ
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！

　

一
月
十
四
日
（
水
）、
北
海

道
常
呂
自
然
少
年
の
家
に
お
い

て
行
わ
れ
た
、
北
見
市
の
「
こ

ど
も
環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
市
が
子
ど
も
た

ち
に
北
見
の
自
然
や
環
境
問
題

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
も

ら
お
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
当
日
午

前
中
に
行
わ
れ
た
冬
の
森
林
体

験
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
エ
コ

マ
ッ
プ
に
ま
と
め
る
作
業
を
お

手
伝
い
し
ま
し
た
。

カ
ー
ド
に
い
っ
ぱ
い
書
こ
う
！

　

小
学
校
高
学
年
が
対
象
と
い

う
こ
と
で
、
作
業
で
は
参
加
者

自
ら
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に

「
森
林
が
動
物
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

か
」、「
森
林
と
自
分
の
身
の
回

り
の
物
（
家
等
）
と
比
べ
て
み

る
」
こ
と
な
ど
を
テ
ー
マ
に
示

し
、
子
ど
も
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ

考
え
た
こ
と
な
ど
を
カ
ー
ド
に

書
い
て
も
ら
い
、
そ
の
理
由
も

発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

書
い
た
こ
と
を

　
　
　
　
　

ま
と
め
よ
う
！

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
自

分
で
考
え
、
カ
ー
ド
に
書
き
、

そ
れ
を
発
表
す
る
と
い
う
一
連

の
作
業
は
、
さ
ら
に
興
味
を
深

め
た
り
、
新
し
い
疑
問
が
生
ま

れ
た
り
、
考
え
を
整
理
し
た
り

と
、
午
前
中
の
森
林
で
の
体
験

を
よ
り
深
め
る
上
で
と
て
も
有

効
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

エ
コ
マ
ッ
プ
へ
の
ま
と
め
は

時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
の

作
業
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
真

剣
に
取
り
組
み
、
と
て
も
す
ば

ら
し
い
マ
ッ
プ
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
も
子
ど
も
た
ち
か
ら

た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
研
修
で

森
林
な
ど
へ
の
理
解
や
興
味
を

さ
ら
に
深
め
た
よ
う
で
し
た

が
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
も
子
ど

も
た
ち
か
ら
、
学
ぶ
こ
と
や
気

づ
い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
れ
ら
は
当
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
取
り
組
み
の
な
か
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
佐
々
木　

自
然
再
生
指
導
官
）

石狩地域

常呂川釧路湿原

駒ヶ岳・大沼

森林環境保全ふれあいセンターは、国有林をフィー
ルドとした自然再生や生物多様性の保全、森林環境
教育などの活動を支援しています。

森林環境保全
ふれあい
センター

森林環境保全
ふれあい
センター

通 信

学ぶべきこと、気づくこと学ぶべきこと、気づくこと学ぶべきこと、気づくこと学ぶべきこと、気づくこと

常呂川森林環境保全ふれあいセンター

こども環境ウォッチングフォローアップ研修

●雪の上も楽しく歩けるスノーシュ
ーを履いて冬の森林体験へ出発 ！

●エコマップを作るために体験した
り、考えたことをカードに書いて貼
りつけました。
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十
二
月
十
六
（
火
）、
釧
路

市
で
第
十
四
回
釧
路
湿
原
自
然

再
生
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
協
議
会
は
、
自
然
再

生
推
進
法
に
基
づ
い
て
釧
路
湿

原
の
自
然
再
生
を
目
的
と
し
て

平
成
十
五
年
に
設
立
さ
れ
、
地

域
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

地
方
公
共
団
体
、
関
係
行
政
機

関
、専
門
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

関
係
機
関
の
連
携
を
強
め
る
と

と
も
に
、
地
域
の
多
様
な
主
体

と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
協
議
会
で
は
釧
路
湿

原
の
自
然
再
生
に
向
け
て
六
つ

の
自
然
再
生
事
業
を
実
施
中
で

す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
当
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
雷
別
地
区

自
然
再
生
事
業
」
で
す
。

　

釧
路
湿
原
の
上
流
に
位
置
す

る
雷
別
地
区
国
有
林
（
標
茶
町

内
）
で
は
、
平
成
十
二
年
に
ト

ド
マ
ツ
高
齢
級
人
工
林
の
立
ち

枯
れ
被
害
が
発
生
し
、
そ
の
跡

地
が
サ
サ
で
覆
わ
れ
更
新
が
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
森
林
の
機
能
を

高
め
る
た
め
に
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

ハ
ル
ニ
レ
、
ヤ
チ
ダ
モ
等
郷
土

の
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
森
林

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
は
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
稚
樹
の
発
生
状

況
や
タ
ネ
の
な
り
具
合
を
調
査

し
た
り
、地
ご
し
ら
え
や
植
樹

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
エ
ゾ
シ
カ
の

生
息
状
況
の
調
査
、
土
壌
の
凍

結
深
度
の
調
査
、
自
動
撮
影
装

置
に
よ
る
野
生
動
物
の
調
査
な

ど
様
々
な
面
か
ら
自
然
再
生
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、当
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
渡
辺 

自
然
再
生
指
導
官
）

住
所　

釧
路
市
千
歳
町
６
の
11

電
話　

〇
一
五
四
・
四
四
・
〇
五
三
三

　

十
二
月
二
十
一
日
（
日
）、

江
別
市
の
自
然
ふ
れ
あ
い
交
流

館
に
お
い
て
、
野
幌
自
然
公
園

で
自
然
再
生
活
動
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
野
幌
森
ク
ラ
ブ
」

の
み
な
さ
ん
と
同
公
園
の
管
理

に
つ
い
て
の
ミ
ニ
懇
談
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
先
だ
っ
て
開
催
し

た
当
セ
ン
タ
ー
所
長
に
よ
る

「
野
幌
自
然
公
園
の
管
理
と
現

状
の
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
講
演
を
受
け
て
行
い
、
参
加

者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
公
園
の

管
理
に
様
々
な
行
政
機
関
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
自
分
た

ち
が
行
っ
て
い
る
森
林
づ
く
り

活
動
の
位
置
づ
け
が
わ
か
っ
た

と
い
っ
た
感
想
や
園
内
に
侵
入

し
た
帰
化
植
物
ア
メ
リ
カ
セ
ン

ダ
ン
グ
サ
へ
の
対
策
、
園
内
へ

の
犬
の
連
れ
込
み
や
野
鳥
の
餌

台
設
置
の
是
非
、
歩
道
を
外
れ

た
林
内
へ
の
踏
み
入
れ
、
危
険

木
処
理
の
扱
い
等
多
岐
に
わ
た

る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
り
良
い
公
園
利
用
の
た
め

に
は
行
政
に
多
く
の
利
用
者
を

含
め
た
関
係
者
の
合
意
形
成
の

場
を
作
っ
て
欲
し
い
と
い
う
希

望
も
出
さ
れ
、
森
林
の
多
様
性

の
保
全
だ
け
で
な
く
利
用
者
の

多
様
性
の
理
解
も
必
要
だ
と
思

い
ま
し
た
。

（
志
鎌　

自
然
再
生
指
導
官
）

①第14回釧路湿原自然再生協議
会（12/16）②ボランティアの
みなさんと地ごしらえ作業③木
のタネの豊凶調査④野生動物調
査に活用している自動撮影装置

進む自然再生への取組
～釧路湿原～

進む自然再生への取組
～釧路湿原～

進む自然再生への取組
～釧路湿原～

進む自然再生への取組
～釧路湿原～

釧路湿原森林環境保全ふれあいセンター

森林ボランティアのみなさんとともに

多くの理解で進める
野幌自然再生

多くの理解で進める
野幌自然再生

多くの理解で進める
野幌自然再生

多くの理解で進める
野幌自然再生

石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター

野幌森クラブの
みなさんと懇談会

②

④

①

③



10

　

一
月
十
日
（
土
）、
北
海
道
森

林
管
理
局
知
床
森
林
セ
ン
タ
ー
で

は
、
普
段
木
材
や
樹
木
に
触
れ
る

機
会
の
少
な
い
親
子
に
こ
れ
ら
に

興
味
・
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う

と
、
冬
休
み
企
画
と
し
て
「
親
子

木
工
体
験
」
を
開
催
し
、
二
十
八

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
ま
ず
、「
割
り
ば
し
」

に
つ
い
て
勉
強
し
、
国
産
割
り
箸

は
間
伐
材
な
ど
か
ら
作
ら
れ
、
木

材
を
無
駄
な
く
使
っ
て
い
る
こ
と

等
を
学
び
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
道
産
ト
ド
マ
ツ
の
天て
ん

削そ
げ

箸
で
ゴ
ム
鉄
砲
を
作
り
、
的
当

て
大
会
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は

賞
品
を
目
指
し
て
、
真
剣
な
表
情

で
ゴ
ム
を
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

木
工
作
で
は
、
木
材
の
長
所
で

あ
る
加
工
の
し
や
す
さ
や
軽
さ
・

ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
枝
や

幹
、
木
の
実
な
ど
を
使
っ
て
自
由

に
作
品
を
作
っ
て
も
ら
い
、特
に
、

ド
ン
グ
リ
で
作
る
「
ト
ト
ロ
」
が

大
好
評
で
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
は
「
親

子
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
て

楽
し
か
っ
た
」
と
大
変
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
清
水　

緑
化
第
一
係
長
）

扌みんなで楽しく工作しました〜！！

冬森教
林
室の

みん
なで楽しい

みん
なで楽しい

みん
なで楽しい

知床の
冬休み

親子で木工に
挑戦しよう！
親子で木工に
挑戦しよう！

知 床 森 林 セ ン タ ー

➡万力でがっちり固定して、ノコ
ギリをギコギコっと。

➡割りばしゴム鉄砲、よ〜
く狙って発射！

扌ここはこうすると上手くいく
よ。ちょっとだけコツを伝授です。

扌ホットボンドで思い思
いの材料をぴったり接着

➡材料はいっぱい、どれを使
おうかな〜

➡ノコギリで真剣にカ
ットしてます

扌かわいい作品がどんどん誕生しました
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空
知
森
林
管
理
署
で
は
冬
休

み
中
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

「
冬
の
森
で
の
し
ご
と
体
験
講

座
」
を
二
回
に
わ
た
っ
て
開
催

し
、
岩
見
沢
市
内
の
小
学
生

十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
回
目
の
一
月
九
日
（
金
）

に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
利と

根ね

別べ
つ

の

森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
講
師
を

迎
え
、
森
か
ら
採
取
し
た
素
材

を
使
っ
た
リ
ー
ス
・
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
葉
っ
ぱ
や

枝
、
草
の
穂
先
を
思
い
思
い
に

配
置
し
、
す
て
き
な
作
品
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
回
目
の
同
十
四
日
（
水
）

に
は
市
内
の
利
根
別
自
然
休
養

林
で
、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
き
、

測
量
器
械
を
使
っ
た
宝
探
し
ゲ

ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
宝
の
地
図
を
頼
り
に

測
量
し
な
が
ら
進
み
宝
物
を
ゲ

ッ
ト
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
測
量
コ
ン

パ
ス
」
を
正
確
に
扱
い
、
順
調

に
雪
の
中
に
埋
め
ら
れ
た
宝
物

を
発
見
し
、
大
変
満
足
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。

（
杉
尾　

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

扌もうちょっと右かな？
いや左〜！！

扌宝物がかかってるんだからち
ゃんと測ってよ〜！

扌やさしいお姉さんがつ
いてるから大丈夫！

扌
み
ん
な
は
ど
ん
な
の
作
っ
て
る
の
か
な
？

➡
み
ん
な
真
剣
に
作
っ
て

ま
す

扌
み
ん
な
は
ど
ん
な
の

作
っ
て
る
の
か
な
？

岩見沢の
冬休み

冬の森での
仕事体験！
冬の森での
仕事体験！

空 知 森 林 管 理 署

　

二
月
二
日
（
月
）、
石
狩
森

林
管
理
署
野
幌
森
林
事
務
所
で

は
、
森
林
官
が
「
森
の
先
生
」

と
な
っ
て
江
別
市
立
大
麻
西
小

学
校
の
一
年
生
七
十
六
名
の
み

な
さ
ん
と
「
ど
ん
ぐ
り
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が

ら
、
ク
イ
ズ
形
式
で
子
ど
も
た

ち
に「
な
ぜ
森
は
大
切
な
の
？
」

と
質
問
す
る
と
、「
二
酸
化
炭

素
を
吸
収
す
る
！
」
な
ど
一
年

生
と
は
思
え
な
い
単
語
が
活
発

に
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　

森
林
官
の
道
具
、
木
の
太
さ

を
調
べ
る
「
輪
尺
」
や
、
山
の

広
さ
を
測
る「
測
量
コ
ン
パ
ス
」

で
遊
ん
で
み
る
体
験
も
行
い
、

子
ど
も
た
ち
は
、「
今
度
は
木

を
植
え
て
み
た
い
！
」
と
元
気

よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
妻
鳥　

野
幌
森
林
官
）扌質問に元気に答える子どもたち

扌
ク
イ
ズ
形
式
で
子
ど
も
た
ち
の
声
を
ど

ん
ど
ん
引
き
出
し
ま
し
た

江別市大麻西小学校
1年生のみんなと

どんぐり教室どんぐり教室
石 狩 森 林 管 理 署
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日
高
森
林
事

務
所
は
、

日
高
町
内
に
あ
る

国
有
林
野
の
う
ち

約
三
五
〇
〇
㌶
を

管
轄
し
て
い
ま

す
。管

内
は
北
海

道
の
ほ
ぼ

中
央
部
か
ら
襟
裳

岬
に
か
け
て
南
北

約
一
四
〇
㌔
に
も

連
な
る
北
海
道
の

背
骨
・
日
高
山
脈

が
走
り
、
豊
か
な

森
林
を
源
と
し
た

沙さ

る流
川
が
太
平
洋

に
注
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戸と
つ
た
べ
つ

蔦
別

岳
、
チ
ロ
ロ
岳
、

ペ
ン
ケ
ヌ
ー
シ

岳
、
沙
流
岳
な
ど

標
高
一
五
〇
〇
㍍
級
の
高
峰
が

連
な
り
、
固
有
の
植
物
も
多
種

に
及
び
ま
す
。

山々
は
標
高
三
〇
〇
〜

七
〇
〇
㍍
地
帯
ま
で
は

ナ
ラ
類
、
カ
ン
バ
類
の
広
葉
樹

に
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど

の
針
葉
樹
が
混
じ
っ
た
針
広
混

交
林
に
覆
わ
れ
、
そ
れ
よ
り
標

高
が
高
い
地
帯
で
は
エ
ゾ
マ

ツ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
な
ど
の
亜
寒

帯
林
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
高
町
の
街
か
ら
望
め
る

日
高
国
際
ス
キ
ー
場（
北

日
高
岳
・
写
真
）
は
、
国
有
林

を
活
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

地
元
の
小
中
学
生
の
ス
キ
ー
学

習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

天
気
の
良
い
日
に
は
こ
こ
か

ら
も
芦
別
岳
や
夕
張
岳
、
そ
し

て
日
高
の
山
々
を
望
む
こ
と
が

で
き
、
夏
は
登
山
コ
ー
ス
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
日
高
森

林
事
務
所
で
は
現
在
、

人
工
林
に
お
い
て
、
木
の
生
長

を
よ
く
す
る
た
め
に
間
引
い
て

本
数
を
減
ら
す
「
保
育
間
伐
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

雪
や
寒
さ
で
厳
し
い
作
業
環

境
で
す
が
、
将
来
立
派
な
針
広

混
交
林
に
育
つ
こ
と
を
願
い
な

が
ら
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
立
木
を

伐
採
す
る
た
め
に
、
材
積
、
樹

種
、
材
質
な
ど
を
調
べ
る
「
収

穫
調
査
」
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、冬
期
作
業
を
「
安
全
・

健
康
・
無
災
害
」
で
行
う
と
と

も
に
、
よ
り
良
い
山
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す

Forester

Forester

Forester

Forester

森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー

日高森林事務所
●沙流郡日高町栄町東２
●電話01457−6−3400

北
海
道
の
背
骨
・
日
高
山
脈

豊
か
な
森
林
を
守
り
育
て
る

　森林官
遠藤　正博 

日高北部森林管理署
　日高森林事務所

 前列左から２人目が遠藤森林官
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➡
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
協
定
記
念
写

真 ➡
協
定
締
結
後
に
握
手
を
交
わ
す
東
出

村
長
（
左
）
と
瀬
戸
口
署
長

森林で遊んで、学び、楽しむ
 　支笏湖小と石狩署が「支笏湖遊々の森」協定を締結 

　１月28日（水）、千歳市立支笏湖小学校と石狩森林管
理署は、遊々の森における体験活動に関する協定を締結
しました。
　本協定は、児童生徒の豊かな人間性や社会性を育む体
験活動等に熱心に取り組んでいる同小の特色ある学校教
育の実践と当署の森林環境教育のフィールド提供とがマ
ッチングしたことから実現したものです。
　協定箇所には、天然林と人工林を合わせた国有林4.5 
㌶を設定し、「支笏湖遊々の森」と名付けました。
　同小では、春から森林や野鳥の観察、人工林の枝打ち、
生育調査等の活動をスタートさせる予定です。

農地とくらしを守る防風林
　 　　　　　新篠津村と石狩署が管理協定を締結

　12月11日（木）、新篠津村役場において新篠津村と石狩
森林管理署は、国有防風保安林の管理協定を締結しまし
た。
 本協定は、村内に所在する国有林約37㌶について、地
域住民のみなさんとともに連携・協働して維持管理を推
進していくもので、期間は５年です。
　主な実施事項は①防風林のパトロール（防犯・火災・
不法投棄）②不法投棄されたゴミの収集③道路や農地な
どの障害となる危険木の処理や枝払い等です。
　当署では、この取り組みを契機とし同村との連携をさ
らに深め、「国民の森林　国有林」を実践していきたい
と考えています。

扌
ブ
ナ
を
ポ
ッ
ト
に
入
れ
て
植
樹
の
準

備
を
す
る
子
ど
も
た
ち

扌
国
有
林
治
山
に
つ
い
て
解
説
す
る
当

署
山
本
治
山
課
長

ブナ林再生のための山取苗を植樹
 　 黒松内岳ブナ林再生プロジェクト実行委員会 

　黒松内岳ブナ林再生プロジェクトでは後志森林管理署
と森林整備協定を結び、黒松内岳の斜面約4㌶の国有林
でブナ林再生に挑戦しています。
　昨秋、私たちはSTVと北海道環境財団が実施する「あ
したの森プロジェクト」環境活動支援助成金を活用し、
子どもたちにブナに触れ、関心を持ってもらうために、
子ども版ブナ林再生プロジェクト「ブナの木を植えよう」
を開催し、ブナの山取苗を使った植樹作業を行いました。
　子どもたちの心の中に自分たちが植えたブナがいつか
は立派な森になる夢が育ってくれればと思っています。

国有林治山事業への理解深まる
　 　　　　　 胆振東部署が白老町民防災講座で解説

　２月２日（月）に、白老町内の樽前山火山防災拠点施
設で、地域住民のみなさんを対象にした第１回白老町民
防災講座が開催されました。
　当日は、未明に噴火が発生した浅間山の話題もあり、
「減災まちづくり」と題した新谷融北大名誉教授の講義、
防災関係５機関からの講座があり、当署からは山本治山
課長が講師として「治山事業の歴史や治山施設の効果」、
「保安林機能の維持・向上」についてスライドを用いて
説明し、地域のみなさんに国有林・当署の役割などにつ
いて理解を深めてもらいました。

各地からの便り各地からの便り
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後
志
森
林
管
理
署
黒
松
内
森

林
事
務
所
に
、
黒
松
内
岳
に
魅

せ
ら
れ
毎
年
何
回
も
登
る
と
い

う
洞
爺
湖
町
に
住
む
登
山
愛
好

家
の
主
婦
の
方
か
ら
お
手
紙
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

　
　

（
松
本　

首
席
森
林
官
）

■
黒
松
内
岳

　

北
海
道
百
名
山
の
一
つ
黒
松
内
岳
は
標

高
七
三
九
・
八
㍍
。
晴
れ
た
日
に
は
、
日

本
海
と
太
平
洋
を
同
時
に
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

歩
道
脇
に
は
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
や
チ
シ
マ

フ
ウ
ロ
な
ど
が
咲
き
誇
り
、
一
合
目
の
迂

回
路
「
ブ
ナ
林
コ
ー
ス
」
か
ら
八
合
目
ま

で
は
所
々
ブ
ナ
の
回
廊
が
迎
え
て
く
れ
ま

す
。

　

特
に
春
の
芽
吹
き
や
秋
の
紅
葉
時
期
の

ブ
ナ
の
純
林
は
目
を
奪
わ
れ
る
美
し
さ
で

す

広報「北の森
も り

林　国有林」2月号　No.105
発行　北海道森林管理局
編集　保全調整課
　　　〒064—8537　札幌市中央区宮の森

3条7丁目70
　　　ＩＰ電話　050—3160—6274
　　　電　　話　011—622—5231
　　　Ｆ　Ａ　Ｘ　011—622—5235

http://www.hokkaido.kokuyurin.go.jp/kyoku/

ブナ林の美しい黒松内岳へ

　先達て、友人の案内で黒松内岳に登って来ました。
　登山口からの登りは最初から急登でアッと驚くほどの労力を要します
が、ブナ林の葉の落ちた原生林は、手つかずの自然が残され、圧倒されな
がら、立ち止まりながら、木々と対峙することは、この上ない幸せです。
　マイナスイオンがたっぷりと肺の奥までしみ渡り、細胞が活性化するの
が、伝わって来る様でした。
　道案内の可愛らしい案内板も手作りとか、町民がいかにこの山を愛し、
保全していることが伺えます。
　5合目を過ぎる頃、視界が開け、大雪山のニペソツ山に劣らぬ山容を見
せてくれます。
　目前の山に圧倒されながら、高度をかせぐと、険しい沢筋や、日本海が
視界に入り、もっともっと高度をかせぎたくなる山です。
　長万部岳も遠方にのぞまれ、右手には大平山が、連なって見えると頂上
はもう間近です。
　ブナ林が原始のまま残され、樹齢何十年何百年と言う山林は、他の山に
はないめずらしい山ではないでしょうか、晩秋の山旅を、十分味わった一
日でした。
　山の麓には、滝が二つもあり、重滝はこれ又、見ごたえのある良い滝で
す。春一番に又訪れたい山です。自然がいつまでもありのままで、残りま
す様に！！

　追伸
　自然林を大切に保全している皆々様のご苦労を思うと、私達、山行きの
者にとっては大変、感謝の気持ちで一杯です。いつまでも黒松内岳があり
のままの自然を残してくれる事を願ってやみません。

H20．12．4　　　
渡邉則子　　
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お便り紹介お便り紹介
扌
美
し
い
ブ
ナ
林
を
眺
め
な
が
ら
の
山
行

扌ブナの回廊を進む登山者
渡邉さん　お便りありがとうございました。
これからもお元気で、登山を楽しまれて下さい！
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